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野
村
不
動
産
株
式
会
社
に
お
け
る
過
労
死
に
つ
い
て
の
労
災
認
定
（
保
険
給
付
の
支
給
の
決
定
）
等
に
関
す
る

質
問
主
意
書

厚
生
労
働
省
資
料
に
よ
れ
ば
、
新
宿
労
働
基
準
監
督
署
は
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
に
、
野
村
不
動
産
株
式
会
社

に
勤
め
て
い
た
従
業
員
が
過
労
死
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
労
災
認
定
（
保
険
給
付
の
支
給
の
決
定
）
（
以
下
、
本
件
過
労
死
の

労
災
認
定
）
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
以
下
の
通
り
質
問
し
ま
す
。

一

野
村
不
動
産
株
式
会
社
に
対
す
る
特
別
指
導
の
実
施
に
つ
い
て
、
安
倍
総
理
に
は
平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
に
報

告
し
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
際
、
極
め
て
関
係
の
深
い
、
同
日
に
行
わ
れ
た
、
本
件
過
労
死
の
労
災
認
定
に
つ
い
て

は
、
何
故
、
安
倍
総
理
に
報
告
し
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

二

野
村
不
動
産
株
式
会
社
に
対
す
る
特
別
指
導
を
実
施
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
た
の
は
い
つ

で
す
か
。
ま
た
、
そ
の
際
、
本
件
過
労
死
の
労
災
認
定
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
ま
し

た
か
。
も
し
報
告
し
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
下
さ
い
。

三

平
成
二
十
九
年
九
月
四
日
に
、
愛
知
労
働
局
長
が
行
っ
た
、
大
宝
運
輸
株
式
会
社
に
対
す
る
是
正
指
導
及
び
そ
の
公
表
に

一



つ
い
て
、
事
前
に
、
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
に
何
回
、
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
か
。
ま
た
、
そ
の
説
明
の
際
の
資
料
は
、
情
報

開
示
請
求
が
な
さ
れ
れ
ば
開
示
さ
れ
ま
す
か
。

四

平
成
三
十
年
三
月
五
日
に
行
わ
れ
た
、
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
へ
の
本
件
過
労
死
の
労
災
認
定
の
報
告
資
料
の
要
旨
を
示
し

て
下
さ
い
。
も
し
く
は
、
報
告
資
料
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
旨
を
回
答
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
へ

の
説
明
者
並
び
に
同
席
者
を
示
し
て
下
さ
い
。

五

一
般
的
に
、
労
災
認
定
（
保
険
給
付
の
支
給
の
決
定
）
が
行
わ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
事
実
や
内
容
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働

大
臣
に
報
告
し
ま
す
か
。
本
件
過
労
死
の
労
災
認
定
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
野
村
不
動
産
株
式
会
社
の
関

係
だ
か
ら
で
す
か
。

六

平
成
三
十
年
三
月
四
日
付
の
朝
日
新
聞
朝
刊
で
、
野
村
不
動
産
で
過
労
死
事
案
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
日
に
は
厚
生
労
働
省
の
担
当
者
か
ら
、
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
に
本
件
過
労
死
の
労
災
認
定
に
つ
い
て
の
報
告
や

連
絡
は
あ
り
ま
し
た
か
。
も
し
、
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
十
二
月
二
十
六
日
に
本
件
過
労
死
の
労
災
認
定
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
が
事
前
に
知
っ
て
い
た
か
ら
で
す
か
。

七

加
藤
厚
生
労
働
大
臣
が
野
村
不
動
産
に
お
け
る
過
労
死
事
案
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
、
三
月
五
日
で
す
か
、
そ
れ
と
も
三

二



月
四
日
の
朝
日
新
聞
朝
刊
の
報
道
に
よ
っ
て
で
す
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
れ
以
前
で
す
か
。

八

加
藤
厚
生
労
働
大
臣
は
、
野
村
不
動
産
に
お
け
る
過
労
死
に
関
す
る
、
三
月
四
日
の
朝
日
新
聞
朝
刊
の
記
事
を
読
み
ま
し

た
か
。
読
ん
だ
の
な
ら
、
そ
の
記
事
に
対
す
る
、
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
の
感
想
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
。
ま
た
、
三

月
五
日
に
、
本
件
過
労
死
の
労
災
認
定
の
報
告
を
聞
い
た
際
の
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
の
感
想
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た

か
。

九

野
村
不
動
産
に
対
す
る
特
別
指
導
に
言
及
し
た
、
一
月
二
十
九
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
大
西
議
員
、
二
月
二

日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
西
村
議
員
、
二
月
二
十
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
高
橋
議
員
の
、
そ
れ
ぞ
れ

の
質
疑
に
際
し
て
、
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
は
、
野
村
不
動
産
で
の
過
労
死
事
案
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。
ま
た
、
そ

の
答
弁
に
関
す
る
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
の
際
に
、
同
席
し
た
厚
生
労
働
省
の
職
員
は
、
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
、
野

村
不
動
産
で
の
過
労
死
事
案
に
言
及
し
ま
し
た
か
。

十

野
村
不
動
産
に
対
す
る
特
別
指
導
に
言
及
し
た
、
一
月
二
十
九
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
大
西
議
員
、
二
月
二

日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
西
村
議
員
、
二
月
二
十
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
高
橋
議
員
の
、
そ
れ
ぞ
れ

の
質
疑
に
際
し
て
、
安
倍
総
理
大
臣
は
、
野
村
不
動
産
で
の
過
労
死
事
案
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。
ま
た
、
そ
の
答

三



弁
に
関
す
る
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
の
際
に
、
同
席
し
た
職
員
は
、
安
倍
総
理
大
臣
に
対
し
て
、
野
村
不
動
産
で
の
過
労
死
事

案
に
言
及
し
ま
し
た
か
。

右
質
問
す
る
。

四


